
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

N−84 目産婦 誌56巻 5号

　　　　　　　　 栄養補給 （マル トー
ス ，アミ ノ酸，ビタミ ン の 点滴）も行われて い るが

　　　　　　　 明らかな効果 は期待で きない ．

　　　　　　　　 胎盤の 微細血栓や血小板凝集の 抑制を期待 して低濃厦ア ス ピ リン療法

　　　　　　　 （ASA ）60〜81mg／日投与，ヘ パ リン 5，000〜 15，000蛍 位／日，　AT 皿製剤

　　　　　　　 の静脈注射なども有効で あ っ た とい う症例報告はある，

　その 他に胎盤血流改善剤や胎盤機能賦活剤などが試み られて
’
い るが 、 格別有効であ った

というような評価は得で いない．

　結局，IC丿GR 症例 に対する基本 的な産科管理と しては i 号宮内の環境をで きるだ け悪

化させない ように して 、胎児を Well　being に近い 状態で妊娠継続を図 りながら，適切な

時期に適切な方法で娩出 し、新生児科医にで きるだけ元気な状態の 児をバ トンタッチする

こ とで あろう，児体重の 増加や，正 常の自然分娩までを望めるの は限られた症例で JIUGR

症例の うちの 半数以上は管理分娩または，急速遂娩で，低出生体重児は避けられないの が

現実で ある，
．tA

  巨大児 （Macrosomia）

　我が国で は出生体重が4，000g以上の 児が巨大児と定義されて いる，その 発生頻厦は ，

厚生労働省の 母体保健の 主た る統計によると1980年こ ろまでの2％前後か ら2000年以降は

1％以下まで に減少 して いる．また，この 20年間に，我が国の 平均出生児体重は徐々 に低

下 し，約200g 小さくな っ たことも確かめ られて いる，

　この要因として はさまざまな事柄が影響 して いると推察され るが t 近年の 晩婚化傾向の

結果 ， 高年初産婦や有職妊婦が増加 したことなど社会的要因も考えられる．

　また，遷延分娩や胎児ジス トレスの 危険性が増す過期産にならないよう，さらに，児頭

冐盤不均衡や肩甲難産，出生後の 低血糖などが心配な巨大児にならない ように妊産婦に対

する生活指導 ・食事指導から周産期母児管理が徹底 して行われ るようにな っ てきたことの

効果により，確かに巨大児は少なくな っ てきていると推察できる，ただ し，定期妊婦健診

を受 けて い ない 多産婦や，飛び込み 出産の 外国人産婦などでは，4，500g 以上の 巨 大児の

こ とがある，超音波測定値か らの 推定体重式で は± 10％の 誤差があると考えて
「
も，BPD

＞ 10cm ，　 Qr　FTA ＞ 100cm2t　 or　FL＞7．3cm などの 極端 に大きな超音波計測値を認め た

場合 は，母体の耐糖能チ ェ ッ クと共に母体冐盤の形態と大きさを X 線撮影 で確認 して お

くべ きであろう．
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